	油圧・空圧機器製造業


平成21年に落ち込んだ売上高は、22年に大幅な増加に転じ、23年も増加基調を維持した。24年に入って伸び率は減少したが、過去２年間、増加が続いたことから売上高の水準は高い。

経営面では、受注先の機械メーカーへのきめ細かな対応が求められ、こうした取組が生産効率の向上を難しくし、コストを上昇させている。さらに、原材料価格や外注加工費が高止まりにある一方、受注（又は販売）価格の引き上げは難しく、収益は厳しい。　
業界概要　　　
油圧機器は油を媒体としてエネルギーの伝達、制御を行う。機器には、電動機又はエンジンの回転運動によって油を圧縮し、油圧を発生させる油圧ポンプ、油圧ポンプによって油圧回路に送り出された作動油の圧力を往復直線運動に変換する油圧シリンダ、同様に回転運動に変換する油圧モーター等がある。このほか、作動油の圧力、方向、流量を制御するバルブ、油圧エネルギーを蓄えたり、増圧するアキュムレータ等の附属品がある。なお、油圧エネルギーを機械的エネルギーに変換する油圧シリンダや油圧モーターは、アクチュエータと呼ばれる。
油圧機器の需要部門別出荷額構成をみると、建設機械37.9％、工作機械5.0％、金属製造加工（工場の製造設備装置）3.7％、船舶3.4％、産業車両（フォークリフト等）2.9％等となっている（㈳フルードパワー工業会、平成22年度）。　
空圧機器は圧縮空気を媒体としてエネルギーの伝達、制御を行う。空気圧縮機（コンプレッサー）で圧縮された空気は、圧力制御弁等で制御され、シリンダ等のアクチュエータに供給されて往復直線運動等に変換される。油圧機器ほど強力ではないが、用途は広く、工場の設備装置、鉄道車両部品、各種機械類の部品等となる。また、一部の標準品はホームセンターや産業財の通販でも販売される。
以上のように、油圧機器、空圧機器とも、小型の装置で、投入した以上のエネルギーを伝達、制御することができ、さらに、電子機器とも組み合わされて複雑な制御が可能となる。このため、機械類の部品として組み込まれる他に、工場内の設備装置としても幅広く使用され、あらゆる産業分野での省力化・自動化・無人化に大きな役割を果たしている。
油圧・空圧機器は用途が広いため、品種が多い。各社は自社の専門分野に特化し、同業者間で相互にＯＥＭ生産を行う例もみられる。
22年における大阪府内の油圧・空圧機器製造業の事業所数は102、従業者数は1,766人、製造品出荷額等は271億7千万円で、対全国比はそれぞれ12.8％、5.3％、2.8％である（大阪府統計課『大阪の工業』、経済産業省『工業統計表（産業編）』、従業者４人以上の事業所）。　　
大阪府内企業の特徴は、油圧ポンプ、油圧モーター、油圧シリンダ、油圧バルブ、その他の油圧機器、空圧機器、部分品・附属品等（油圧機器、空圧機器とも）の各品種で事業所が存在し、それぞれの事業所数は全国第１位又は２位を占めていること、ただし、中堅・中小企業が多いことから、出荷額は各品種とも同３位以下となっていることである（経済産業省『工業統計表』品目編、従業者４人以上の事業所、22年）。
売上高は減少　
売上高は21年に前年比で大きく落ち込んだが、22年にはその反動で大幅な増加に転じた。23年は増加幅が縮小したが、増加基調を維持した。

24年に入って伸び率は減少したが、過去２年間、増加が続いたことから、売上高の水準は引続き高い。
油圧機器を用途別にみると、建設機械向けは内外需の増加に支えられ、24年初めまで好調に推移した。その後、中国向けの停滞から輸出が減少したが、内需は震災復興需要等に支えられて引き続き増加している。ただし、外需に比べ、内需のウエイトは小さく、全体として減少した。

このほか、工作機械向け、工場の製造装置関連は概ね横ばいで推移している。また、産業車両向けは24年央以降、一服したが、自動車のうちダンプトラック向けは好調を持続している。

空圧機器の用途は広いが、工場のＦＡ分野を扱う企業の半導体製造装置向けや電気機器関連製造装置向けでは、内外需とも最終ユーザーの投資抑制の影響を受けて弱含みである。ただし、自動車関連の製造装置向けは堅調に推移している。
収益は厳しい　　　
機械類に組み込まれる部品向けでは、生産ロットがまとまり、また、取引の継続も期待できる。しかし、受注先の生産計画にきめ細かく対応した取組が求められ、また、受注（又は販売）価格の値下げや短納期の要請も強く、生産効率の向上が難しくなる中、収益確保は厳しい状況にある。

一方、工場の製造装置向けでは、大口受注となる場合が多いが、特注品が増え、当初の見積り以上のコストと時間がかかる等により、収益面で厳しくなる例が多い。
なお、コスト面で、原材料価格、外注加工費はやや下落しているとはいえ、高止まりの状況にある。こうした中、部品生産の一部を台湾の企業に委託する例もみられる。
設備投資、雇用は慎重ながら一部で動き

部品について、金型、アルミダイカスト、鋳造等の製作や材料の前加工は外注であるが、これらを所定の形状に精密切削加工する工程は主に自社内で行われている。このため、主な設備はこうした金属加工を行う工作機械である。
工作機械を増設する例はみられないが、古い機械の更新は行われている。22年、23年には需要が増加したこともあり、中小企業等投資促進税制（特別償却又は税額控除が認められる）を活用して、更新台数を増やした例がみられる。
従業者数は22～23年に若干、増加させた企業が多く、24年も前年に引き続き採用を増やした企業が少なくない。一方で、若干の減員となった企業もみられるが、兼業している自動車部品の海外生産が本格稼動したことに伴い、営業（販売）や開発部門の人員は据え置いたものの、製造部門を減員させたことによる。

受注先のニーズへの対応

製品は標準品（カタログ掲載品）と特注品に分かれる。油圧・空圧機器は用途が広いため、受注先の機械メーカーのニーズは多種多様である。こうしたニーズにきめ細かく対応するためには、特注品での受注が望ましい。しかし、コスト面、納期面で無理があるため、標準品の品種を増やし、できるだけこの中から選んでもらい、その標準品に若干の修正を加えて、受注先の仕様に合わせるといった取組がみられる。

製品開発への取組

製品開発では、軽量化、コンパクト化、耐久性向上に向けた改良や、各品種を一体型に組み合わせ、省スペースにする提案等が続けられている。また、油圧機器で関心が高まっている用途として、風力発電機向け、一部大企業の扱いであるが建物の免震装置向けといった例がみられる。
このほか、環境への配慮が求められる中、これまで食品、医薬品等の製造装置向け以外ではあまり普及していなかった水圧機器の他の用途への導入が試みられている。水圧機器は油圧機器と同じ原理で製造が可能であり、件数は少ないが、受注実績がある企業はみられる。ただ、それほど伸びていないのは、液体の潤滑性が無い等の問題に加え、防錆のため、主な素材がステンレスとなり材料費が高くつくことや、金属加工の難しさ等から、油圧機器に比べて高価になるためであるといわれる。
今後の見通し　　
今夏より景況にやや一服感がみられるほか、大手電機メーカーのリストラや、日中・日韓関係緊迫の不安があり、受注先の機械メーカーでは事業計画見直しの動きもみられる。各社とも現在のところ受注先の業種の幅が広く、目立った影響は出ていないものの、売上高の先行き見通しを当初計画より下方修正する等、慎重な姿勢もみられる。　　
長期的にみると、国内需要はあまり期待できないが、海外需要は、中国向けに不安があるとはいえ、概ね堅調な推移が予想される。とくに、工場の製造装置向けは、新興国の工場で、人件費が上昇する中、労働集約的な生産工程の自動化・省力化が進められているといわれ、堅調な需要が予想される。このため、空圧機器では海外事業を拡大する例もみられる。（松岡　信明）
　　　　　　　　[image: image1.emf]大阪府 102 1,766 2,717,100

愛知県 72 1,848 3,456,995

兵庫県 65 3,233 13,751,193

東京都 60 1,131 2,196,194

長野県 58 2,586 6,855,783

全国計 794 33,470 98,083,264

資料：経済産業省『工業統計表（産業細分類別表）』

（注）都府県は事業所数の多い順。

　　　製造品出荷額等の第１位は兵庫、

　　　２位は茨城、３位は岐阜。大阪は11位。

表１　　油圧・空圧機器製造業（平成22年）

事業所

数

従業者数

（人）

製造品出荷額等

（万円）


[image: image2.emf]平成 20年 371,731(+ 1.9) 266,312(-05.4)

21年 184,584(-50.3) 139,540(-47.6)

22年 338,804(+83.6) 277,224(+98.7)

23年 424,090(+25.2) 294,582(+ 6.3)

24年1～８月 247,475(-11.0) 181,906(-10.6)

　　　（　）内は前年比、前年同期比。

表２　　油圧・空圧機器の生産高推移（全国）

（単位：百万円、％）

油圧機器 空圧機器

資料：経済産業省『機械統計』

(注)　対象は従業者50人以上の事業所。


PAGE  
2

